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９月定例会は２５日に開会します。
９月定例会では、一般会計補正予算をはじめ、県営住宅事業補
正予算、警察署の名称、位置及び管轄区域の変更、５か年計画
の策定などが議案内容として挙げられています。

・一般会計補正予算（第3号）の概要
一般会計の歳入歳出予算について113億9,168万2千円を追加

し、補正後累計は2兆4,564億6,583万3千円とされています。

・高校教育改革に資する拠点整備
県は、人口減少や人材不足、AI・DXの進展を背景として、

高校教育改革を進める方針を示している。資料では、県立熊谷
工業高校を改革を先導する拠点として、新たな工業教育モデル
の開発を進めるとしています。

・川口北警察署の新設と管轄区域の変更
条例改正案では、令和9年3月1日の開署を予定する川口北警

察署の新設と、川口警察署及び武南警察署の管轄区域の一部変
更が示されています。新設される警察署は川口市に位置し、管
轄区域は川口警察署及び武南警察署の管轄区域の一部とされて
います。期待される効果として、川口市内における警察活動の
強化、現場臨場時間の短縮、各種検挙・警戒活動の向上、県民
サービスの向上、受付窓口の分散による混雑解消が挙げられま
す。また、川口市内の警察署では30名ほど増員を予定していま
す。

・埼玉県5か年計画の策定
埼玉県5か年計画（県の最上位計画）は、令和9年度から令和

13年度までを計画期間とし、基本理念として「あらゆる人に居
場所があり、活躍でき、安心して暮らせる『日本一暮らしやす
い埼玉』」を掲げる構成が示されていいます。計画では、「時
代の潮流」と「埼玉県の強み」を踏まえ、3つの将来像、9の政
策、51の分野別施策を体系的に整理しています。しらねも今後
設置予定の５か年計画特別委員会のメンバーに２期連続選出。

※上記、武南警察署の赤文字部分が、川口警察署管轄から武南警察署管轄へ変更になります。

南平地区・本町１・栄町１は武南管轄に。
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口市立十二月田中学校同窓会会長、NPO法人メディカルヘルスケア療法協会顧問、川口むさし野RC、川口YEG、
川口市ワンバウンドふらば～るバレー参与、(公社)川口青年会議所卒業【令和８年度：企画財政常任委員会、
公社事業特別委員会 所属】会派：政調会長
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主な県政の実績: SRと東京メトロの一日乗車券値下げ、屋内50Mプール川口市に設置、

警察官の2年連続増員、統合型GIS(洪水ハザードマップ等)、あんしん賃貸住宅の拡充等、
(仮)川口北警察署の新設、警察官の2年連続日本一の増員175名／475名
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これからも現場の声を県政へ

今回のタウンミーティングでは、防災、インフラ整備、交通
政策など、地域の皆さまが日頃から感じているさまざまな課題
について、直接ご意見を伺うことができました。県政をより良
いものにしていくためには、現場の声を丁寧に聞き、地域の実
情を県政に反映させていくことが重要です。これからも、皆さ
まの命と暮らしを守ることを第一に、地域の声を大切にしなが
ら県政の課題に一つひとつ取り組んで参ります。ご参加いただ
きました皆さま、そしてご協力いただいた関係者の皆さまに、
改めて心より感謝申し上げます。

９月１２日に県政報告会特別企画として「落語とタウンミーティング」を開催いたしました。お足元の悪
い中、大勢の方々にご参集いただき誠にありがとうございました。

第1部 寄席 ～林家正雀師匠による落語～

第1部では、朝日公民館地区にお住まいで、芝居噺・怪談噺の第一人者として活躍されている林家正雀師
匠をお招きし、落語を披露していただきました。会場は、正雀師匠の巧みな話術と豊かな表現力に引き込ま
れ、大いに盛り上がり楽しいひとときをお過ごしいただきました。

第2部 タウンミーティング ～防災をテーマに意見交換～

第2部のタウンミーティングでは岡村市長をゲストにお迎えし、「防災」をテーマに、川口市の現状や今
後の防災対策について意見交換を行いました。特に、埼玉県の新規事業である「埼玉版FEMA」の人材育成
事業について説明するとともに、地域において災害発生時に迅速かつ的確に対応できる人材を育成すること
の重要性についてお話ししました。
また、私自身が熊本地震に遭遇した経験を踏まえ、熊本県で視察した「くまもとデータ連携基盤」につい

ても報告しました。県が広域行政のハブとなり、市町村間のデータを連携させることで、災害時の状況に応
じた最適な避難経路を提示するなど、実際の避難行動に役立つ
デジタルハザードマップの構築を目指していきたいと考えてい
ます。さらに、災害現場において迅速に判断し、行動できる
「防災アドバイザー」の育成についても、その必要性を強調し
ました。

質疑応答 ～インフラ整備と川口駅停車問題～

質疑応答では、インフラ整備や川口駅への上野東京ライン停
車について意見を交わしました。特に、八潮市の道路陥没事故
などを踏まえ、老朽化する道路や上下水道への対策は、県民の
生命と暮らしを守る重要な課題です。一方、川口駅への上野東
京ライン停車には約430～600億円の費用負担が見込まれるこ
とから、限られた財源の中で、費用対効果や他の緊急課題との
優先順位を慎重に検討する必要があるとの考えをお伝えしまし
た。岡村市長からは、費用対効果などを見極め「令和10年度
までには結論の方向を示す」との発言がありました。
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